
ジ
オ
パ
ー
ク
と
の
関
わ
り

　

令
和
３
年
２
月
５
日
に
開
か
れ

た
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
に
お

い
て
、
こ
れ
ま
で
の
鹿
児
島
市
エ

リ
ア
に
、
新
た
に
垂
水
市
と
姶
良

市
を
加
え
た
拡
大
エ
リ
ア
で
の
、

桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
が
「
日

本
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
し
て
認
定
さ

れ
ま
し
た
。
市
民
の
皆
様
も
、
少

し
ず
つ
「
ジ
オ
パ
ー
ク
」
と
い
う

言
葉
を
、
見
聞
き
す
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー

ク
の
鹿
児
島
市
・
垂
水
市
・
姶
良

市
に
加
え
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
の

霧
島
市
の
計
４
市
が
、
同
時
期
に

ジ
オ
パ
ー
ク
の
特
集
を
組
む
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

垂
水
市
で
は
、
数
あ
る
ジ
オ
サ

イ
ト
の
中
で
も
、「
猿
ヶ
城
渓
谷
」

に
焦
点
を
あ
て
、「
遊
び
」と「
学
び
」

を
切
り
口
に
、
夏
休
み
を
迎
え
て

い
る
子
ど
も
た
ち
や
、
そ
の
ご
家

族
、
ま
だ
ジ
オ
を
よ
く
知
ら
な
い

方
々
の
た
め
に
、
ジ
オ
の
魅
力
を

お
伝
え
し
ま
す
。

ツーリズムたるみず

中木 青茂 さん

【ジオパークとは】
ジオパークとは、「地球・大地（ジオ：Geo）」と「公園（パーク：Park）」とを組み合
わせた言葉で、「大地の公園」を意味し、地球（ジオ）を学び、丸ごと楽しむことがで
きる場所のことで、2021 年４月現在、全国で 43 地域が認定されています。
大地（ジオ）の上に広がる、動植物や生態系（エコ）の中で、私たち人（ヒト）は生活
し、文化や産業などを築き、歴史を育んでいます。ジオパークでは、これらの「ジオ」「エ
コ」「ヒト」の 3 つの要素のつながりを楽しく知ることができます。
　ジオパークでは、見どころとなる場所を「ジオサイト」に指定して、多くの人が将来
にわたって地域の魅力を知り、利用できるよう保護を行います。
　その上で、ジオの魅力・特性を生かした観光振興、地域への愛着や誇りの醸成、防災
知識の向上及びジオ資源の保全を図るとともに、積極的・主体的な国際交流や他地域へ
の支援などを通じて、ユネスコの理念に沿った国際的なネットワーク活動を推進するこ
とを目的とします。

　

私
た
ち
の
何
げ
な
い
暮
ら
し
の

中
に
、
必
ず
ジ
オ
は
関
わ
っ
て
い

ま
す
。
今
回
の
特
集
で
、
市
民
の

皆
様
が
、
ジ
オ
を
身
近
な
モ
ノ
と

し
て
感
じ
、
少
し
で
も
関
わ
り
を

持
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

垂
水
の
ジ
オ
案
内
人

ツ
ー
リ
ズ
ム
た
る
み
ず

　

桜
島
・
錦
江
湾
ジ
オ
パ
ー
ク
で

は
、
ジ
オ
の
魅
力
・
特
性
を
⽣
か

し
た
観
光
・
交
流
の
推
進
、
⾃
然

科
学
へ
の
認
識
の
向
上
お
よ
び
郷

⼟
へ
の
愛
着
や
誇
り
の
醸
成
な
ど

を
目
的
と
し
て
、
桜
島
・
錦
江
湾

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議
会
が
運
営

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ツ
ー
リ
ズ
ム
た
る
み
ず
は
、
協

議
会
内
の
ガ
イ
ド
団
体
と
し
て
参

加
さ
れ
て
お
り
、
今
回
の
特
集
で

は
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
た
る
み
ず
の
皆

さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
猿
ヶ

城
渓
谷
の
魅
力
を
お
伝
え
し
ま
す
。
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